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論文内容の要旨
本論文は，希土類系水素吸蔵合金薄膜の電気的性質，ならびに吸収水素量などの基礎的な物性を調べ
ることにより，これらの膜への水素吸収-放出の機構を解明すること，また水素吸蔵合金の新しい利用
法のーとして?水素分離膜の開発を行うことを目的として行った研究をまとめたもので八章から構成さ
れている。
第一章緒論では，本研究の目的と概要を述べている O
第二章では，フラッシュ蒸着法および、スパッタリング法による，種々の希土類系水素吸蔵合金薄膜の
作製方法と，得られた膜のキャラクタリゼーションを行った結果について述べているO これらの膜は均
一なものであり，結晶構造はアモルファスであることを見いだしている。
第三章では，第二章で得られた試料の，水素吸収-放出サイクルに対する耐久性について検討し，こ
のものは塊状試料と比較して優れた耐久性を有することを確認している。
第四章では，電気抵抗の挙動を調べることにより，水素化の機構について検討している。膜に吸収さ
れた水素は水素アニオンとなり，その後良伝導性の金属水素化物を形成すると推察している。
第五章では，吸蔵水素量の測定を行い，膜試料中の水素濃度は塊状試料の場合の半分以下であること
を見いだしている。
第六章では，種々の金属の水素透過性を，水素吸蔵合金膜からの水素によるアモルファス酸化タング
ステン膜の着色現象を用いて判定することが可能であることを見いだしている。
第七章では，希土類一遷移金属合金膜の水素分離膜としての可能性について検討している O 多孔質金
属フィルターに，ニッケルまたはアルミニウムをメッキし，その上に合金膜を形成させた試料により，
80mol%の水素を含む混合ガスから最高98mol%の水素ガスが得られている O また，それ自身水素透過
性を有する高分子膜を基板とした場合は， 50mol%の水素を97mol%にまで濃縮することが可能である。
このように，安価で，かっ作製が容易なこれらの膜は，パラジウム膜に代わる水素分離・精製膜として
の可能性を有していることが示されている。
第八章総括は，本研究で得られた結果および知見をまとめている。
論文の審査結果の要旨
水素のエネルギー源としての利用への関心が高まるに従い，水素の貯蔵・輸送用媒体，ヒートポンプ
および水素分離などに有用な材料として，金属水素化物が注目されているO 本論文は，薄膜化した希土
類系水素吸蔵合金について，基礎的な物性を明らかにし，水素分離膜への応用をはかることを目的とし
た研究の結果をまとめたもので，主な成果は次のようなものである。
(1) フラッシュ蒸着法およびスパッタリング法を用いて得られた希土類系水素吸蔵合金の薄膜は，水素
吸収-放出サイクルに対する耐久性が，塊状試料と比較して非常に優れていることを示している。
(2) 合金薄膜中の水素の状態を，電気抵抗の変化により調べ，水素アニオンと良伝導性の金属水素化物
の存在を示唆している O
(3) 薄膜中の水素の定量を行い，合金一式量当たりに吸収される水素量が，塊状試料の半分以下である
ことを指摘している。
(4) 水素吸蔵合金薄膜からの水素によりアモルファス酸化タングステン膜が着色される現象を見いだし，
これが種々の金属の水素透過性の判定に用いられることを示している。
(5) 多孔質金属フィルターもしくは高分子膜上にニッケルなどの水素透過性を有する遷移金属膜を形成
させ，その上に水素吸蔵合金薄膜をコーティングさせた試料により 50-80mol%の水素を含む混合ガス
から最高98mol%の水素が得られることを示している。このことは，これらの膜が，高価なパラジウム
膜に代わる新しい水素分離・精製膜となる可能性を示唆するものである O
以上のように本論文は，水素吸蔵合金の基礎的性質の解明およびその応用に関して，重要な知見を与
えるものである。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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